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内容 

バインター・オペアンプ・ノッチ・フィルタは単純なノッ

チ・フィルタで、一連のミニ・チュートリアルで説明して

いる多数のディスクリート回路の 1 つです。 

 

バインター・ノッチ・フィルタの概要 

バインター（Bainter）回路は単純なノッチ・フィルタです（参

考資料参照）。図 1 に示すように、バインター回路は 2 つの帰

還ループをもつ簡単な回路ブロックで構成されています。ロー

パス・ノッチ、ハイパス・ノッチ、および標準ノッチの応答が

実現できます。 

図 1 の回路には興味深い特徴がいくつかあります。他の回路構

成とは異なり、ノッチの Q は部品定数のマッチングに依存する

のではなく、アンプのゲインによってのみ左右されます。した

がって、ノッチの深さは温度、経年変化、およびその他の環境

要素によって変動することはありません。ノッチ周波数が変動

することはありますが、ノッチの深さは変化しません。さらに、

この部品は非常に低感度です。 

フィルタの回路構成 

アンプのオープンループ・ゲインが 104 であれば、Qz は 200 以

上になります。部品間の相互作用を最小限に抑えた、直交的な

調整が可能です。R6 により Q の調整を行い、R1 により Z の調

整を行います。R3 の値を変化させて 0/Z の比を設定すること

で、ローパス・ノッチ（R4 > R3）、ノッチ（R4 = R3）、ハイパ

ス・ノッチ（R4 < R3）の応答を構成することができます。K1 

と K2 の値で、ノッチ周波数より高い周波数と低い周波数でのゲ

インが決まります。出発点として、値を 1 に設定するのが一般

的です。 

図 2 にバインター・ノッチ・フィルタ回路の設計式を示します。 

 

 

図 1. バインター・ノッチ・フィルタ 
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日本語参考資料 

最新版英語ミニ・チュートリアルはこちら 

http://www.analog.com/media/en/training-seminars/tutorials/MT-203.pdf
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設計式 

 

図 2. バインター・ノッチ・フィルタの設計式 
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